
〇市町村とともに、県立高校における地域との協働体制(高校魅力化コンソーシアム)の先導モデルを構築し、

その知見等を県内で広く共有することで、地元市町村等と力を合わせた県立高校の魅力づくりを実現させる。

一市町一校(4枠)：天草市(牛深高)、御船町(御船高)
山都町(矢部高)、あさぎり町(南稜高)

一市複数校(1枠)：玉名市(玉名高、玉名工業高、北稜高)

複数町一校(1枠)：小国町・南小国町(小国高)

＜期待できる効果＞

①属人的ではない、持続可能な地域との協働体制構築

②地域課題の共有、地域資源の有効活用による高校の

魅力化や地域が求める人材の育成 など
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【熊本県】高校魅力化コンソーシアムモデル構築支援事業

＜高校魅力化コンソーシアムモデルの種類（６枠［７市町８校］）＞

大学等NPO

商工会 同窓会

地元
企業

地域
住民

保護者

事務局

小・中
学校等

地元
市町村

高校

コーディネーター

高校魅力化コンソーシアムのイメージ

学校運営の基本方針：学校、市町村、関係団体の代表等で策定

学校運営・教育活動：学校、市町村、関係団体の構成員等で
魅力ある学校づくりに向けて協働


